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③ 分析値及び不確かさ計算手順説明書 

 

1. はじめに 

マイクロソフト Excelで不確かさを半自動計算できるようにしてあります。 

sheet名『不確かさ計算手順』 に計算方法の

概要と手順を示してあります。説明を読んでから不確かさの計算を進めてください。 

このソフトは、公益社団法人日本分析化学会が主催する「トレーサビリティと不確かさ理解の

ための分析 技能試験」にのみ用いることができるものです。それ以外の使用については、いか

なる状況で発生した不具合に対しても責任は負いません。 

 

 

2.  不確かさ計算手順説明 

各 sheet のいくつかのセルには、計算式を入れてあります。その計算式を上書き又は消去する

と計算できなくなります。そのため、入力可能な範囲は、青色でセルを塗りつぶしてあります。

この青いセルのみに入力してください。念のため、使用する前に、このファイルをファイルごと

コピーして使用することをお勧めします。 

 

 

sheet名『不確かさ計算手順』 
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3.  試料の希釈又は濃縮を行い測定試料（装置に導入する状態）とする場合 

sheet名『upf』は、試料を分析計に導入する前に希釈や濃縮を行う場合や、酸分解等の前処理

による希釈や濃縮を行った場合の不確かさを計算します。青色のセルに各項目に対応する数値を

入力してください。セル D17には試料分取・メスアップの相対不確かさが表示されます。この値

は sheet名『U(最終)』に自動転送されます。 

希釈、濃縮などを行わない場合は、この sheet のセル D10 を空欄にしてください。セル D10

が空欄の場合、試料分取・メスアップの相対不確かさセル D17 は、ゼロ（0）となるようにして

あります。 

 

sheet名『upf』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

希釈操作等を行わない場合は空欄 

自動で転送されます 
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4.  全量ピペットおよび全量フラスコの実験標準偏差を計算する場合 

全量ピペットのばらつきを評価するために、全量ピペットで分取した量を天秤で測定し、その

ときの質量のばらつきを全量ピペットの分取のばらつきとする場合、sheet 名『実験標準偏差の

計算』のセル C10～C29に質量の測定データを入力してください。実験標準偏差が自動計算され

ます。 

全量フラスコについても全量ピペットと同様にメスアップのばらつきを評価する場合、sheet

名『実験標準偏差の計算』のセル G10～G29に質量の測定データを入力してください。 

なお、実験標準偏差の計算は、20回の繰り返しまでしか対応していません。 

 

sheet名『実験標準偏差の計算』 

 

 

5.  原料標準液 

sheet名『us1』では、中間原料標準液を調製するための原料標準液の不確かさを計算します。

青色のセルに各項目に対応する数値を入力してください。 

原料標準液として①市販の標準液（JCSS の証明書付等）を購入し使用する場合、②使用者が金

属等を溶解して原料標準液を調製する場合、の 2 つに分けてあります。また、①の中で、証明書

に、不確かさではなく、精度の表記のある場合があるので、精度と不確かさに分けて計算できる

ようにしてあります。セル G15、G22 又は G43 に表示された結果は、sheet 名『U(最終)』に自

動転送されます。 

 ２種類の原料標準液を用いた場合には、H 列にその情報を入力し、不確かさを算出することが

出来ます。しかし、原則として G列の“値 A”を使用してください。 

測定したデータを入力することで

実験標準偏差が計算できます 

 



- 4 - 

 

sheet名『us1』 ①市販の標準液を使用した場合 

 

 

sheet名『us1』 ②金属等を溶解して原料標準液を調製した場合 

 

自動で転送されます 

自動で転送されます 
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6.  検量線標準液 

6.1 中間原料標準液（検量線標準液を希釈調製するための中間原料） 

sheet名『us3』では、原料標準液を希釈して中間原料標準液とし、さらに中間原料標準液を希

釈して検量線標準液を調製し、検量線標準液の濃度の不確かさを計算します。青色のセルに各項

目に対応する数値を入力してください。 

まず、sheet の左部（左側の太枠内）を使って、原料標準液を希釈して中間原料標準液を調製

したときの、中間原料標準液の濃度の不確かさを計算します。ここでは、第 1 段目の希釈で、原

料標準液を原料に中間原料標準液１を調製し、さらに、第 2 段目の希釈で、中間原料標準液１を

原料に中間原料標準液２を調製する場合の計算を示しています。第 2 段目の希釈を行わない場合

は、セル 23行目を空欄にすることで、第 2段目の不確かさはゼロ（0）とし、第 1段目までの希

釈である中間原料標準液 1の不確かさが検量線標準液の濃度の不確かさに反映されます。 

 

sheet名『us3』  中間原料標準液の調製濃度と不確かさ 

 

 各濃度の検量線用標準液を調製するための中間原料標準液が 2 種類以上ある場合にも対応でき

ます。ソフトの内容をよく確認し、必要な情報を入力してください。G 列、H 列、I 列は原料標

準液が 2つある時の予備として用意しています。原則として D列、E列、F列を使用してくださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

自動で転送されます 

自動で転送されます 

希釈 1段目 

希釈２段目 

2段希釈しない場合は空欄 
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6.2 検量線標準液の濃度の不確かさ 

次に、sheet名『us3』の右部（右側の太枠内）を使って、中間原料標準液(1または 2)を希釈し

て検量線標準液を調製したときの、検量線標準液の濃度の不確かさを計算します。この sheet で

は、多点検量線、2点検量線、1点検量線の 3つのパターンに分けて表を作成してあります。青色

のセルに各項目に対応する数値を入力してください。 

 

①多点検量線の場合、検量線標準液の濃度の不確かさは、sheet名『U(最終)』に自動転送されま

す。最も大きな不確かさを持つ検量線標準液の不確かさが反映されます。 

②2 点検量線の場合、この sheet『us3』の「検量線標準液濃度」と「検量線標準液濃度の不確か

さ」の値を sheet名『2点検量線』の「低濃度側検量線の濃度」又は「高濃度側検量線の濃度」

の「濃度」と「濃度の不確かさ」の入力欄に手入力してください。 

③1 点検量線の場合、この sheet『us3』の「検量線標準液濃度」と「検量線標準液濃度の不確か

さ」の値を sheet名『1点検量線』の「検量線標準液の濃度」の「濃度」と「濃度の不確かさ」

の入力欄に手入力してください。 

 

sheet名『us3』 

 

 

 

 

 

 

 

 

自動で転送されます 

①多点検量線の場合 

②2点検量線の場合 

③1点検量線の場合 

Sheet名『2点検量線』に手入力 

Sheet名『1点検量線』に手入力 
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7.  検量線から求めた濃度の不確かさ 

7.1 多点検量線を用いた場合 

sheet名『多点検量線』を使って、3点以上の検量線標準液から求めた検量線をもとに測定試料

の濃度を求め、測定試料の濃度の不確かさを計算します。この表は、標準液の濃度 3～10 種類、

各標準液の測定の繰返し数 1～10回に対応しています。 

①セル C15 ～C24 に検量線標準液の濃度を入力します。3濃度以上入力する必要があります。 

②セル D15 ～M24 に検量線標準液を装置に導入した時の装置からの出力値を入力します。測定

の繰返しは、標準液ごとに 1回以上あれば計算が可能です。 

③セル O15～O24に測定試料を装置に導入した時の装置からの出力値を入力します。 

④セル G28 に測定試料の測定の繰り返し数が、セル G29 に測定試料の機器からの出力値の平均

値が表示されます。（内容を確認できます） 

⑤セル G33 に計算された測定試料の濃度が表示されます。この値は sheet 名『U(最終)』に自動

転送されます。 

⑤セルG34に計算された測定試料の濃度の不確かさが表示されます。この値は sheet名『U(最終)』

に自動転送されます。 

 

 

sheet名『多点検量線』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自動で転送されます 

濃

度

を

入

力 

標準液の機器出力値 

試

料

の

機

器

出

力

値 
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7.2 2点検量線を用いた場合 

sheet名『2点検量線』を使って、2濃度の標準液から求めた検量線をもとに測定試料の濃度を

求め、測定試料の濃度の不確かさを計算します。 

①セル E12,F12 に検量線標準液の濃度を入力します（Sheet名『us3』から得られた値を手入力）。 

②セル E13,F13に検量線標準液の濃度の不確かさを入力します（Sheet名『us3』から得られた値を

手入力）。 

③セル E18～27に低濃度側検量線標準液を装置に導入した時の装置からの出力値を入力します。 

④セル F18～F27 に高濃度側検量線標準液を装置に導入した時の装置からの出力値を入力します。 

⑤セル G18～G27に測定試料を装置に導入した時の装置からの出力値を入力します。 

⑥セル F33 に計算された測定試料の濃度が表示されます。この値は sheet 名『U(最終)』に自動

転送されます。 

⑦セル F34に計算された測定試料の濃度の不確かさが表示されます。この値は sheet名『U(最終)』

に自動転送されます。 

 

 

sheet名『２点検量線』 

 

 

 

 

 

Sheet 名『us3』から得られ

た値を手入力 

標準液の機器出力値 

自動で転送されます 
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7.3 1点検量線を用いた場合 

sheet名『1点検量線』を使って、1濃度の標準液から求めた検量線をもとに測定試料の濃度を

求め、測定試料の濃度の不確かさを計算します。 

①セル E14 に検量線標準液の濃度を入力します（Sheet名『us3』から得られた値を手入力）。 

②セル E15に検量線標準液の濃度の不確かさを入力します（Sheet名『us3』から得られた値を手入

力）。 

③セル E20～E29に検量線標準液を装置に導入した時の装置からの出力値を入力します。 

④セル F20～F29に測定試料を装置に導入した時の装置からの出力値を入力します。 

⑤セル F35 に計算された測定試料の濃度が表示されます。この値は sheet 名『U(最終)』に自動

転送されます。 

⑥セル F36に計算された測定試料の濃度の不確かさが表示されます。この値は sheet名『U(最終)』

に自動転送されます。 

 

sheet名『１点検量線』 

 

 

 

 

 

 

Sheet 名『us3』から得られ

た値を手入力 

標準液の 

機器出力値 

自動で転送されます 
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8.  試料の濃度とその不確かさ 

8.1 JCSS標準液を使用した場合 

sheet 名『U(最終)』を使用して、試料の濃度とその不確かさを計算します。多点検量線、2 点

検量線、1点検量線の 3つのパターンに分けて表を作成してあります。 

ここで入力が必要な部分は、ドリフトやその他を不確かさとして評価する部分です。ドリフト

やその他を不確かさの要因としない場合は、空欄のままとします。 

①多点検量線を使用した場合 

試料の希釈又は濃縮に伴う不確かさ、原料標準液の濃度の不確かさ、検量線標準液の濃度（原

料標準液の濃度分を除いた不確かさ）の不確かさ、検量線で求めた濃度の不確かさは、自動的に

転送されます。これらの値から計算された、最終の試料濃度（セル C12）及び最終の試料濃度の

拡張不確かさ(k=2)（セル C14）が表示されます。 

②2点検量線を使用した場合 

試料の希釈又は濃縮に伴う不確かさ、原料標準液の濃度の不確かさ、検量線で求めた濃度の不

確かさは、自動的に転送されます。検量線標準液の濃度の不確かさは、検量線で求めた濃度の不

確かさに含まれています。これらの値から計算された、最終の試料濃度（セル C20）及び最終の

試料濃度の拡張不確かさ(k=2)（セル C22）が自動計算され、表示されます。 

②1点検量線を使用した場合 

試料の希釈又は濃縮に伴う不確かさ、原料標準液の濃度の不確かさ、検量線で求めた濃度の不

確かさは、自動的に転送されます。検量線標準液の濃度の不確かさは、検量線で求めた濃度の不

確かさに含まれています。これらの値から計算された、最終の試料濃度（セル C28）及び最終の

試料濃度の拡張不確かさ(k=2)（セル C30）が自動計算され、表示されます。 

 

 

sheet名『U（最終）』 ①市販の標準液を使用した場合 

最終の試料濃度 

最終の試料濃度

の不確かさ 
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8.2 使用者が原料標準液を調製した場合 

sheet 名『U(最終)』を使用して、試料の濃度とその不確かさを計算します。多点検量線、2 点

検量線、1点検量線の 3つのパターンに分けて表を作成してあります。 

ここで入力が必要な部分は、ドリフトやその他を不確かさとして評価する部分です。ドリフト

やその他を不確かさの要因としない場合は、空欄のままとします。 

①多点検量線を使用した場合 

試料の希釈又は濃縮に伴う不確かさ、原料標準液の濃度の不確かさ、検量線標準液の濃度（原

料標準液の濃度分を除いた不確かさ）の不確かさ、検量線で求めた濃度の不確かさは、自動的に

転送されます。これらの値から計算された、最終の試料濃度（セル C39）及び最終の試料濃度の

拡張不確かさ(k=2)（セル C41）が表示されます。 

②2点検量線を使用した場合 

試料の希釈又は濃縮に伴う不確かさ、原料標準液の濃度の不確かさ、検量線で求めた濃度の不

確かさは、自動的に転送されます。検量線標準液の濃度の不確かさは、検量線で求めた濃度の不

確かさに含まれています。これらの値から計算された、最終の試料濃度（セル C47）及び最終の

試料濃度の拡張不確かさ(k=2)（セル C49）が自動計算され、表示されます。 

②1点検量線を使用した場合 

試料の希釈又は濃縮に伴う不確かさ、原料標準液の濃度の不確かさ、検量線で求めた濃度の不確

かさは、自動的に転送されます。検量線標準液の濃度の不確かさは、検量線で求めた濃度の不確

かさに含まれています。これらの値から計算された、最終の試料濃度（セル C55）及び最終の試

料濃度の拡張不確かさ(k=2)（セル C57）が自動計算され、表示されます。 

 

 

sheet名『U（最終）』 ②使用者が原料標準液を調製した場合 

 

 

 

最終の試料濃度 

最終の試料濃度

の不確かさ 
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9. その他 

9.1 分析方法に関するアンケート 

sheet 名『分析方法など』 は、技能試験結果の解析を行なうためのアンケートです。回答例を

参考にお答えください。Q1~Q8 は各測定項目に共通の質問です。また、Q9 以降は Cd のみに関

する質問ですので、Cdを測定して結果をご報告された試験機関の方のみお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

sheet名『分析方法など』 測定項目 Fe(Cr、Cuも同様)の場合(左)    Cdの場合(右)  

 

 

9.2 3回再現測定結果 

sheet名『3回再現測定結果』 は、時間又は日を変えて 3回測定した結果を入力してください。 

 


